
常 　任 　委　 員　 会

特　別　委　員　会　の　意　見　書

一　　般　　質　　問

【
質
問
】水
産
県
長
崎
で
唯
一

の
水
産
科
を
有
す
る
長
崎
鶴

洋
高
校
で
は
定
員
割
れ
が
続

い
て
い
る
が
、そ
の
状
況
と
志

願
者
を
増
や
す
た
め
の
取
組

は
。

【
答
弁
】長
崎
鶴
洋
高
校
水
産

科
で
は
令
和
８
年
度
も
定
員

割
れ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、実
習
船
を
活
用
し
た
漁
業

実
習
や
水
中
ド
ロ
ー
ン
、洋
上

風
力
発
電
に
使
用
さ
れ
る
海

洋
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
体
験
な

ど
、本
県
の
特
性
を
い
か
し
た

水
産・海
洋
教
育
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、そ
の
魅
力
を
分

か
り
や
す
く
、広
く
発
信
す
る

こ
と
で
、志
願
者
の
増
加
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

長崎鶴洋高校の入学者の
状況と志願者増に向けた
取組について
白川 鮎美〈長崎市/改革２１〉

【
質
問
】知
事
は
重
要
施
策
の

一
つ
と
し
て
、長
崎
こ
ど
も
若

者
未
来
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
た

支
援
を
掲
げ
て
い
る
が
、海
外

留
学
へ
の
支
援
制
度
を
復
活

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】高
校
生
や
大
学
生
を

対
象
に
中
国
等
へ
の
海
外
研

修
を
行
い
、国
際
交
流
の
機
会

を
提
供
し
て
い
る
が
、若
者
の

好
奇
心
や
探
究
心
を
育
み
、主

体
的
な
挑
戦
に
つ
な
げ
る
に

は
、取
組
の
一
層
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
。今
後
は
、県
民
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、財
源
確
保

も
含
め
新
た
な
支
援
制
度
を

検
討
し
、意
欲
あ
る
若
者
を
後

押
し
す
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

留学生支援について

山田 朋子〈佐世保市・北松浦郡/改革２１〉

【
質
問
】県
北
振
興
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
は
、地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
に

注
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。地

域
経
済
の
活
性
化
を
実
現
す

る
県
北
振
興
に
対
す
る
平
田

知
事
の
決
意
は
。

【
答
弁
】今
後
の
県
政
運
営
に

当
た
り
、３
つ
の
政
策
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
第
一
が「
人
口
が
減
少
す

る
中
で
も
、経
済
の
パ
イ
を
小

さ
く
せ
ず
、人
口
減
少
に
負
け

な
い
強
い
経
済
を
つ
く
る
」で

あ
り
、県
北
振
興
を
図
る
う
え

で
も
、地
域
経
済
を
意
識
し
た

政
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

県北振興に対する
知事の決意について
山下 博史〈佐世保市・北松浦郡/自由民主党〉

【
質
問
】新
知
事
と
し
て
、今
後

４
年
間
の
県
政
運
営
に
ど
の

よ
う
な
思
い
や
姿
勢
で
臨
ま

れ
る
の
か
、基
本
的
な
考
え

は
。

【
答
弁
】本
県
の
宝
で
あ
る
、県

民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り

が
、そ
の
力
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
県
に
し
て
い
き
た
い
。そ

の
た
め
、「
地
域
経
済
の
基
盤

を
つ
く
る
」「
地
域
を
残
す
」

「
未
来
を
担
う
人
材
を
育
て

る
」の
３
つ
の
基
本
的
な
考
え

に
沿
っ
て
、現
場
を
重
視
し
な

が
ら
、「
決
め
る・動
く・変
わ

る
」こ
と
を
常
に
意
識
し
、関

係
機
関
と
連
携
し
て
県
勢
発

展
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
。

県政運営の基本的な
考え方について
徳永 達也〈雲仙市/自由民主党〉

【
質
問
】松
島
火
力
発
電
所
の

脱
炭
素
化
を
図
る
ジ
ェ
ネ
シ
ス

松
島
計
画
に
つ
い
て
、物
価
高

等
に
よ
り
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

の
再
検
討
が
公
表
さ
れ
、地
元

で
は
不
安
視
し
て
い
る
。本
計

画
の
確
実
な
実
行
を
県
も
働

き
か
け
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、い
か
が
か
。

【
答
弁
】電
源
開
発
に
よ
る
と
、

今
回
の
再
検
討
は
継
続
を
前

提
と
し
た
も
の
で
、松
島
の
現

在
の
雇
用
も
維
持
す
る
方
針
。

今
後
と
も
、国
に
次
世
代
技
術

の
取
組
支
援
を
要
望
す
る
と

と
も
に
、必
要
に
応
じ
て
国
や

電
源
開
発
に
対
し
、市
と
連
携

し
て
働
き
か
け
て
ま
い
り
た

い
。

石炭火力発電事業の
課題とその対応について
田川 正毅〈西海市/自由民主党〉

【
質
問
】離
島・半
島
を
多
く
有

し
、広
大
な
県
域
を
有
す
る
本

県
の
県
政
運
営
に
当
た
っ
て

は
、県
内
各
地
域
の
活
性
化
や

持
続
あ
る
発
展
が
非
常
に
重

要
で
あ
り
、市
町
と
の
連
携
は

必
要
不
可
欠
と
思
う
が
、市
町

と
の
関
係
構
築
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

【
答
弁
】知
事
の
責
務
は
、県
民

の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、県
民
と
共
に
長
崎
県

を
前
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
た
め
、今
後
の
県
政
運
営
を

進
め
る
中
で
、県
内
の
首
長
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、共
に

県
政
を
前
進
さ
せ
て
ま
い
り
た

い
。

県政運営について

近藤 智昭〈南松浦郡/自由民主党〉

【
質
問
】県
民
お
一
人
お
ひ
と

り
の
声
に
直
接
触
れ
、今
の
長

崎
県
の
課
題
を
ど
う
感
じ
ら

れ
た
の
か
。ま
た
、知
事
に
就

任
さ
れ
た
今
、そ
の
思
い
を
ど

の
よ
う
に
県
政
に
反
映
さ
せ

て
い
く
決
意
な
の
か
。率
直
な

お
考
え
を
。

【
答
弁
】県
内
各
地
で
県
民
の

皆
様
と
直
接
対
話
す
る
中
で
、

将
来
へ
の
不
安
や
物
価
高
騰

な
ど
、県
民
お
一
人
お
ひ
と
り

や
地
域
ご
と
に
も
異
な
る
切

実
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。今
後
は
、各
地
域
や

県
民
お
一
人
お
ひ
と
り
の
悩
み

や
課
題
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、

で
き
る
限
り
き
め
細
か
な
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

知事選挙における県民
一人ひとりの声に対する
知事の思いについて
中村 泰輔〈長崎市/改革２１〉

【
質
問
】最
低
賃
金
引
上
げ
に

よ
る
収
入
増
が
、入
居
要
件
の

収
入
基
準
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
、県
の
現
状
と
認
識

は
。ま
た
、そ
れ
を
踏
ま
え
、収

入
基
準
に
つ
い
て
県
の
裁
量
に

よ
る
工
夫
を
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
か
。

【
答
弁
】国
の
家
計
調
査
等
の

試
算
の
結
果
、低
所
得
者
の
収

入
基
準
へ
の
影
響
は
み
ら
れ

ず
、公
営
住
宅
法
施
行
令
改
正

の
動
き
は
な
い
が
、今
後
も
国

の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。県

と
し
て
は
、子
育
て
世
帯
に
つ

い
て
、同
居
者
の
基
準
を
小
学

校
就
学
前
か
ら
、高
校
世
代
ま

で
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
案

を
今
定
例
会
で
提
出
し
て
い

る
。

県営住宅の
入居基準について
中村 俊介〈長崎市/自由民主党〉

〈副議長就任あいさつ〉
　第９６代長崎県議会副議長にご選任いただきました
ごう まなみでございます。
　長崎県政においては、人口減少をはじめ、離島・半
島振興や九州新幹線西九州ルートのフル規格化など、
多くの重要な課題を抱える中で、議会の果たすべき役
割は大きく、その責任の重さを感じております。
　もとより微力ではありますが、外間議長を支え、県政
の課題解決と議会の円滑な運営に取り組む所存であ
りますので、県民の皆様方のご協力を賜りますようよろ
しくお願いいたします。

ごう まなみ

お知らせ
動画
配信

本会議・委員会の中継・録画配信を行っています。一般質問の表題横の
二次元コードから各議員の一般質問の録画にアクセスできます。

〇平成8年2月～令和7年11月定例会の本会議・常任委員会
〇平成24年4月～令和8年1月分の特別委員会
〇本会議･委員会は、原則として誰でも傍聴できます。

ホームページ・会議録 会議録全文を掲載しています。

検 索長崎県議会

次回定例会
次回の定例会は、令和8年6月15日に開会予定です。

テレビ放送
「県議会リポート」　令和8年4月25日（土）
１3：3０～１4：0０　　NCC長崎文化放送　５ch

公式SNS
県議会公式SNSはこちら

FacebookX（旧Twitter）

提供／長崎県議会　　お問合せ先／議会事務局（政務調査課）  ℡０９５（８９４）３６３４

審査した案件と結果
知事提出の議案
・予算・・・・・・・29件（可決）
・条例・・・・・・・20件（可決）
・事件・・・・・・・9件（可決）

・計画・・・・・・・8件（可決）
・人事・・・・・・・3件（同意）
・専決・・・・・・・1件（承認）

議員等提出の案件
・規則・・・・・・・・・・・・1件（可決）
・条例・・・・・・・・・・・・1件（可決）
・意見書・・・・・・・・・3件（可決）
・決議・・・・・・・・・・・・1件（可決）

可決された意見書 可決された決議

　
令
和
８
年
３
月
定
例
会
が
３
月

11
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
は
、３
つ
の
特
別
委

員
会
か
ら
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ

た
後
、「
離
島・半
島
地
域
の
振
興
対

策
に
関
す
る
意
見
書
」な
ど
３
件
の

意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、各
常
任
委
員
会
及
び
議
会

運
営
委
員
会
の
構
成
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、離
島
・
半
島
地
域
振
興

特
別
委
員
会
、観
光・新
幹
線
対
策

特
別
委
員
会
及
び
成
長
産
業
戦
略

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、そ
の
構
成

等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
令
和
８
年
度
長
崎
県
一
般

会
計
予
算
」な
ど
の
議
案
が
上
程
さ

れ
、平
田
知
事
が
県
政
の
重
要
事
項

に
つ
い
て
報
告
し
、当
面
す
る
諸
課

題
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
る
と
と
も

に
、関
連
す
る
議
案
に
つ
い
て
提
案

理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、８
名
の
議
員
が

登
壇
し
、知
事
の
政
治
姿
勢
、産
業

振
興
、観
光
振
興
、農
林
水
産
業
振

興
、離
島
振
興
、福
祉
保
健
行
政
、教

育
行
政
、土
木
行
政
な
ど
、様
々
な

事
項
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
が
交
わ

さ
れ
た
ほ
か
、常
任
委
員
会
に
お
い

て
も
、予
算
議
案
等
に
つ
い
て
活
発

な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、令
和
８
年
度
一

般
会
計
予
算（
７
，０
８
９
億
６
，３

２
３
万
円
）を
含
む
72
件
の
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
、承
認
、同
意

す
る
と
と
も
に
、「
長
崎
県
議
会
議

長
の
不
信
任
決
議
」及
び
３
件
の
意

見
書
を
可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

令和８年３月定例会が開催され、活発な論議が交わされました。

「成長産業戦略、エネルギー対策、物流対策及び防災対策に関する意見書」において
①成長産業戦略について、半導体関連産業・航空機関連産業・造船業関連産業・洋上風力関連産業の更なる振
興、基幹産業振興のための人材育成・確保。
②エネルギー対策について、2050年カーボンニュートラルの実現に向けた地域の実情を踏まえた効果的な地球
温暖化対策の実施。
③物流対策について、2024年問題を契機とした人手不足などの課題に対する関係者からの意見への対応
策を総括した取組の強化。
④防災対策について、避難所環境の向上、孤立集落対策、自主防災組織の充実強化、防災タイムラインの策定など
の防災対策における市町、防災関係機関、民間、ボランティア団体等の様々な担い手と連携した着実な推進。

などを要望した。

成長産業・県土強靱化対策特別委員会 委員長／千住 良治
「観光振興対策、国際戦略対策、新幹線・二次交通対策及び空港活性化対策に関する意見書」において
①観光振興対策について、歴史・文化・自然・食を生かした観光コンテンツ造成と発信によりインバウンドと周遊
を促進し、人材育成、国際路線・クルーズ誘致、宿泊税整備で消費拡大を図ること。
②国際戦略対策について、国際友好交流、県産品輸出、外国人材受入等を促進するための戦略的かつ計画的な
取組を強化すること。
③新幹線・二次交通対策について、武雄温泉駅の対面乗換を早期解消し、西九州新幹線の全線フル規格整備を
実現し、地方負担軽減、利用促進、直通運行や在来線改善を関係機関と連携し推進・強化を図ること。
④空港活性化対策について、海外市場動向を踏まえ、関係機関と連携し空港運用時間延長や国際線施設課題
を解決し、路線拡充とインバウンド誘致、航空貨物需要拡大を推進すること。
などを要望した。

観光・新幹線対策特別委員会 委員長／初手 安幸
「離島・半島地域の振興対策に関する意見書」において
①離島・半島地域振興対策について、ドクターヘリの安定した運航体制の構築、先進事例の共有と外部財源の
活用による移住促進、二次離島の住民生活を支える海上交通の維持。
②有人国境離島法対策について、同法の改正・延長を見据えた支援制度の見直し及び先進技術活用に関する国
への要望、雇用機会拡充事業により創出された雇用の場に対する人材確保。
③離島・半島航路対策、離島航空路対策について、島原半島と近隣県を結ぶ半島航路の活性化に向けた取組、
離島航空路線の安全かつ安定的な運航。
④関係人口拡大対策について、離島留学制度における支援体制の見直し、離島全体が連携した世界遺産を活
用する広域観光戦略の推進。

などを要望した。

離島・半島地域振興特別委員会 委員長／畑島 晃貴

【質問】発達障害児の診療体制に関し、小児科医等に対して
研修を実施しているが、これまでの実績は。また、今後どの
ように取り組んでいくのか。
【答弁】今年度８４名の医師が申し込み、７７名が座学研修を
修了された。また、実際の診療に立ち会う陪席研修を４８名
が修了されており、県では、この４８名を『ながさきブルードク
ター』と認定することとしている。来年度は、『ながさきブ
ルードクター』に対するフォローアップ研修等を予定してお
り、引き続き、発達障害児の診療体制の充実を図ってまいり
たい。
【主な論議事項】教員のなり手不足解消／高校生世代の医
療費助成　等

文教厚生委員会 委員長／中村 俊介

【質問】長崎県観光振興基本計画に関し、今後５年間で観光
消費額を約６００億円増加させる計画であるが、実現させる
ためにどのような戦略を考えているのか。
【答弁】宿泊者数を単に伸ばすだけではなく、単価増を含
め、質を高めていく必要がある。数を増やす部分では、重点
誘客戦略として、エリアやターゲットごとに考え方を示して
人を呼び込み、単価増に向けては、商品の価値や魅力を高
め、広域周遊を促進することで滞在時間の延長を図ってい
きたい。また、産業基盤の強化に向けては、満足度を指標に
掲げ、観光客だけではなく、働く方や県民の満足度も高め
ることで、再来訪につなげる好循環を目指している。
【主な論議事項】ながさきピース文化祭2025／第５次長崎
県男女共同参画基本計画　等

観光生活建設委員会 委員長／山村 健志

【質問】自転車の交通反則通告制度の適用開始に関し、４月
１日から、１６歳以上の自転車運転者が対象ということで、高
校生も対象となるが、どのような啓発をしているか。高校生
についても、厳格に交通反則通告制度を適用するのか。
【答弁】ホームページにおける周知や、教育庁と連携し、制度
内容に関するチラシや動画を各高校に配布したほか、高校
生を対象とした街頭キャンペーンを行った。高校生に限らず
指導、注意を大前提にしたいが、悪質で危険な自転車の運転
者に対しては、交通反則通告制度を適用するため、高校と協
力しながら自転車の運転ルールの周知を広げてまいりたい。
【主な論議事項】ながさきDX推進プラン／九州新幹線西九
州ルートの整備促進　等

総務委員会 委員長／初手 安幸

【質問】特定有人国境離島地域社会維持推進交付金に関
し、燃油高騰が続いている中、経費増が見込まれるが、それ
に対応できるよう、国の予算は確保されているのか。
【答弁】国の交付金の令和８年度当初予算額は、航路・航空
路運賃低廉化に要する経費の増加が見込まれることから、
令和７年度当初予算額と比較し、５億円増の５５億円が計上
されている。しかしながら、今後も燃油高騰の状況が続く
と、航路・航空路運賃の値上げが行われる可能性もあるた
め、状況を注視しながら、予算の確保を国に働きかけてまい
りたい。
【主な論議事項】いじめ不登校対策事業費／文化施設行政
推進費　等

予算決算委員会 委員長／石本 政弘 農水経済委員会 委員長／冨岡 孝介

【質問】長崎県水産業振興基本計画に関し、海業では、地域
の発展が重視される傾向にあるが、漁師が減少している今、
儲かる漁業を推進し、新規就業者を獲得するという視点が
重要ではないか。
【答弁】漁業の生産性や収益性を高め、漁業従事者の所得を
向上させることにより、新規就業者を確保し、本県の水産業
の生産規模を維持していくことが重要であると考えている。
令和８年度からの次期「長崎県水産業振興基本計画」の基本
理念においても、「力強く稼ぎ持続的に成長する水産業と漁
村の賑わいづくり」を掲げている。
【主な論議事項】ながさき産業振興プラン２０３０／長崎県県
民の森条例の一部を改正する条例　等

　定例会開会日の３月１１日、県議会ではピンクシャツデーの
一斉啓発日として、議員・理事者ともにピンク色の物を着用し、
いじめ反対の意思表示を行いました。

長崎県議会でも「いじめ反対」の意思表示！

カナダの高校生から始まった
取組で、ピンク色の小物を身に
着け、いじめ反対の意思表示を
するものです。

ピンクシャツデーとは

県議会が「緑の募金」街頭募金活動を実施しました！
　３月１８日に「緑の募金」街頭募金活動を浜町アーケードで
実施いたしました。
　当日は、３４名の県議会議員が参加し、街頭で募金への協
力を呼びかけました。
　皆様からお寄せいただいた募金額５３，３６５円については、
公益社団法人 長崎県緑化推進協会へお届けいたしました。
　皆様の温かいお気持ちに心より感謝いたします。
　ご協力ありがとうございました。

○長崎県議会議長の不信任決議 ○離島・半島地域の振興対策に関する意見書
○観光振興対策、国際戦略対策、新幹線・二次交通
　対策及び空港活性化対策に関する意見書
〇成長産業戦略、エネルギー対策、物流対策及び
　防災対策に関する意見書

総務委員会 初手 安幸 永安 健次
山口 初實 近藤 智昭 大場 博文 山下 博史
赤木 幸仁 本多 泰邦 白川 鮎美 畑島 晃貴
虎島 泰洋

文教厚生委員会

観光生活建設委員会

中村 俊介 饗庭 敦子
堀江ひとみ 川崎 祥司 前田 哲也 中島 浩介
ごうまなみ 松本 洋介 千住 良治 清川 久義
大倉 　聡　まきやま大和

山村 健志 坂口 慎一
田中 愛国 小林 克敏 溝口芙美雄 徳永 達也
山田 朋子 宮本 法広 中村 一三 堤　 典子
鵜瀬 和博

委 員 会 委 員 長 副委員長 委　員

農水経済委員会 冨岡 孝介 山本 由夫
中山 　功 宅島 寿一 坂本 　浩 石本 政弘
中村 泰輔 下条 博文 大久保堅太 湊　 亮太
田川 正毅

予算決算委員会

議会運営委員会

石本 政弘 饗庭 敦子 議長、正副委員長を除く全議員

大場 博文 白川 鮎美
溝口芙美雄 川崎 祥司 松本 洋介 山本 由夫
坂本 　浩 石本 政弘 千住 良治 初手 安幸
山村 健志 まきやま大和 永安 健次

委 員 会 委 員 長 副委員長 委　員

離島・半島地域振興
特別委員会 清川 久義 山下 博史 堀江ひとみ 山田 朋子 近藤 智昭 饗庭 敦子

鵜瀬 和博 本多 泰邦 大久保堅太 畑島 晃貴

観光・新幹線対策
特別委員会

成長産業戦略
特別委員会

赤木 幸仁 中島 浩介 田中 愛国 小林 克敏 徳永 達也 ごうまなみ
堤　 典子 大倉 　聡 冨岡 孝介 湊　 亮太

坂口 慎一 宮本 法広 中山　 功 前田 哲也 宅島 寿一 中村 泰輔
下条 博文 中村 俊介 虎島 泰洋 田川 正毅 

委 員 会 委 員 長 副委員長 委　員

県議会議員定数等調査
特別委員会 山本 由夫 饗庭 敦子

川崎 祥司 宅島 寿一 近藤 智昭 中村 一三
山下 博史 中村 泰輔 坂口 慎一 鵜瀬 和博
大久保堅太 冨岡 孝介 虎島 泰洋 

令和8年3月11日現在常任委員会・議会運営委員会並びに特別委員会等委員名簿
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